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	応用
	抗原情報
	背景
	真核生物翻訳伸長因子1ガンマ（EEF1G）ホモ・サピエンス この遺伝子は、アミノアシルtRNAをリボソームへ酵素的に送達する伸長因子1複合体のサブユニットをコードしている。このサブユニットはN末端グルタチオントランスフェラーゼドメインを含み、このドメインは、この伸長因子とアミノアシルtRNA合成酵素を含む多サブユニット複合体の組み立ての制御に関与している可能性がある。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:おそらく複合体を他の細胞成分に固定する役割を果たしている。,類似性:1つのEF-1-γC末端ドメインを含む。,類似性:1つのGST C末端ドメインを含む。,類似性:1つのGST N末端ドメインを含む。,サブユニット:EF-1は、アルファ、ベータ、デルタ、ガンマの4つのサブユニットで構成される。,組織特異性:膵臓腫瘍組織で高く発現し、正常な腎臓、腸、膵臓、胃、肺、脳、脾臓、肝臓ではそれほど高く発現していない。,
	研究分野
	-
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	EEF1G抗体を用いたHUVECおよびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	EEF1G 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したEF-1γポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

